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金
・
土
・
日
曜
日
と
曜
日
に
恵
ま
れ
た
本
年
の
秋
季
大
祭
は
、

中
日
の
二
日
・
三
日
に
一
時
雨
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
一
日
の

み
あ
れ
祭
は
秋
晴
れ
の
中
滞
り
無
く
斎
行
さ
れ
、
夕
刻
か
ら
を

中
心
に
三
日
間
で
約
二
十
一
万
人
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
田
島
放

生
会
を
楽
し
ま
れ
た
。

す
き主
基
地
方
風
俗
舞

午
前
八
時
三

0
分
の
中
津

し
ゅ
つ
ぎ
ょ

宮
出
御
祭
は
よ
く
晴
れ
、
先

の
神
迎
え
神
事
に
て
中
津
宮

ほ
う
あ
ん

本
殿
に
奉
安
さ
れ
て
い
た
沖

•
'
J
し
ん
じ

津
宮
御
神
璽
と
中
津
宮
御
神

れ
ん
だ
い

璽
そ
れ
ぞ
れ
が
輩
台
（
神
輿
）

に
無
事
奉
安
さ
れ
、
大
島
小
学

校
鼓
笛
隊
の
先
導
の
も
と
大

じ
ん
こ
う

島
港
ま
で
陸
上
神
幸
が
行
わ

れ
た
。

港
に
到
着
し
た
沖
・
中
両
宮

s

＿
＿
一
日
間
で
約21
万
人
が
参
拝s行

宗

量
《
汀
い
[
[

域
毎
に
分
散
化
さ

せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
休
暇
分
散
化
」
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
構
想
は
、
旅
行
コ

ス
ト
の
低
減
や
観
光
産
業
の
向
上
な
ど
様
々

な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
し
て
、
観
光
立

国
推
進
本
部
を
中
心
に
実
施
へ
向
け
た
調

整
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
▼
そ
う

し
た
中
、
経
済
産
業
省
と
観
光
庁
が
今
年
六

月
下
旬
S

七
月
中
旬
に
か
け
て
国
民
を
対
象

に
行
っ
た
意
識
調
査
に
お
い
て
は
、
約

6
8打

の
国
民
が
休
暇
分
散
化
の
実
施
に
メ
リ
ッ
ト

は
特
に
な
い
と
回
答
、
ま
た
教
育
界
や
労
働

界
か
ら
も
、
実
際
の
運
用
面
に
お
け
る
弊
害

へ
の
懸
念
が
多
く
だ
さ
れ
、
全
体
と
し
て
政

府
に
は
慎
重
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
▼
本
来
こ
の
国
民
の
休
日
と
は
「
国

民
こ
ぞ
っ
て
祝
い
感
謝
し
又
は
記
念
す
る

日
」
で
あ
る
と
祝
日
法
に
は
定
め
ら
れ
て
お

り
、
明
治
以
来
祝
祭
日
の
形
を
受
け
継
ぎ
、
祭

日
の
由
来
す
る
も
の
や
、
国
家
・
皇
室
に
ち
な

む
我
が
国
建
国
以
来
の
伝
統
・
文
化
の
軌
跡

を
国
民
一
同
祝
す
意
義
深
い
祭
日
で
あ
る
▼

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
祝
日
改
正
法
に
よ

り
祝
日
の
名
称
を
替
え
、
日
曜
日
と
併
せ
連

休
に
す
る
な
ど
時
代
と
共
に
祝
日
の
在
り
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
▼
本
来
の
祝
日
の
意

義
に
つ
い
て
広
く
国
民
一
人
一
人
が
理
解

し
、
建
国
以
来
の
我
が
国
の
良
き
伝
統
・
文
化

を
再
認
識
し
、
そ
れ
を
後
世
に
受
け
継
ぎ
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
（
中
）

1 1 月祭事暦
1 日肖茨祭
午前10時～
高宮祭•第二宮・第三宮祭
宗像護国神社月命日祭

午前 1 1 時～
総社祭
併教育勃語換発百二十周年記念祭

浦安舞奉奏

3日明治祭

午前10時～

15日月次祭併七五三祭

午前10時総社祭
引き粒き高宮・第二宮・第三宮祭

23日新官祭

午前11 時～
豊栄舞奉奏

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 肉福岡店：門賃゜け開。1慧悶1-12-10-401
授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4-Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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の
神
輿
が
御
座
船
に
載
せ
終
わ
る
＿
辺
津
宮
御
座
船
が
待
つ
神
湊
ヘ
一

と
、
午
前
九
時
三

0
分
先
導
船
を
：
向
か
っ
た
大
船
団
は
、
年
に
一
度
一

f
J
ざ
せ
ん
ぐ
ぶ
せ
ん

先
頭
に
御
座
船
、
供
奉
船
と
順
を
i
の
宗
像
三
女
神
再
会
の
無
事
を
祈
一

な
み
き
り
~

追
っ
て
出
港
、
港
の
外
に
は
波
切
一
る
人
々
の
思
い
の
賜
物
な
の
か
、
一

御
幣
、
紅
白
吹
流
し
、
大
漁
旗
で
飾
一
凪
の
玄
界
灘
を
壮
麗
に
進
ん
だ
。
一

ら
れ
た
約
一
五
0
隻
の
漁
船
が
待
~
神
湊
港
へ
の
入
港
間
近
、
海
上
一

機
し
て
お
り
御
座
船
に
続
い
た
。
ー
で
一
年
振
り
に
お
揃
い
に
な
ら
れ
i

一
方
そ
の
頃
、
辺
津
宮
で
は
午
：
た
女
神
達
三
隻
の
御
座
船
は
予
定
·

前
九
時
に
辺
津
宮
出
御
祭
が
斎
行
・
地
点
で
停
船
。
供
奉
し
て
き
た
一お

お
の
ぼ
り

さ
れ
、
辺
津
宮
の
御
神
璽
が
神
湊
]
船
々
は
、
「
国
家
鎮
護
」
の
大
織
を
一

港
に
向
か
わ
れ
た
。
一
確
認
し
順
次
御
座
船
一
云
一
隻
を
一
周
二

J
F
.
9
‘

・
，
．
し
宗
像
七
浦
各
母
港

l
F印
息

·
i
｛
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。
台
に
あ
る
釦
印
ま
で
御
神
幸
し
頓
詳
報
の
海
洋
神
事
奉
賛
会
前
会
長
·
妙
な
る
こ
の
舞
に
多
く
の
参
拝
者

『
召
一
そ
れ
を
見
送
り
御
宮
祭
が
を
斎
行
さ
れ
た
。
の
村
田
繁
美
氏
に
対
し
、
永
年
功
は
足
を
止
め
見
入
っ
て
い
た
。

、
座
船
は
神
湊
港
に
着
祭
典
後
、
御
座
船
奉
仕
船
長
に
労
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
み
あ
尚
、
氏
子
奉
幣
使
は
田
島
地
区

御
。
船
か
ら
降
ろ
さ
れ
感
謝
状
・
記
念
品
が
贈
星
さ
れ
た
。
れ
祭
に
始
ま
る
一
日
目
を
無
事
に
地
元
総
代
の
中
村
廣
中
氏
に
御
奉

た
三
埜
の
輩
台
は
、
神
そ
の
後
、
三
宮
の
御
神
璽
を
載
せ
終
え
た
。
仕
を
頂
い
た
。

湊
の
海
を
見
渡
す
高
た
一
子
一
台
の
御
座
車
は
白
バ
イ
と
パ
ー
雨
は
祭
典
後
も
時
折
降
り
続
け

カ
ー
に
先
導
さ
一
日
日
日
日
·
·
·
·
·
·
·
·
9

ー
一
：
た
が
、
日
が
暮
れ
る
頃
に
は
止
み

れ
、
辺
津
宮
ま
で
陸
一
流
鏑
馬
神
事
、
翁
舞
・
土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
家

上
神
幸
。
定
刻
通
り
、
二
日
は
曇
天
の
中
、
午
前
八
時
]
朕
連
れ
を
中
心
に
賑
わ
い
を
み
せ

に
ゅ
う
ぎ
ょ

本
殿
へ
入
御
さ
れ
秋
か
ら
神
門
前
の
馬
場
道
で
流
鏑
馬
た
。

季
大
祭
一
日
祭
（
入
i
仰
事
の
奉
納
が
あ
り
、
馬
上
の
射
一

御
祭
）
が
斎
行
さ
れ
手
が
地
上
七

2
い
の
的
に
向
け
、
"
”
曰
三
日
―

~
l

―
―

た

0

i
次
々
と
矢
を
射
る
と
参
拝
者
か
ら
i
浦
安
舞

高
向
宮
司
の
祝
詞
二
盛
ん
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。
．
三
日
は
朝
か
ら
生
憎
の
雨
の

奏
上
に
続
い
て
、
保
一
午
前
十
一
時
か
ら
の
二
日
祭
で
：
中
、
午
前
十
一
時
か
ら
三
日
祭
併

存
会
奉
納
の
主
碁
地
一
は
、
福
岡
市
の
喜
多
流
・
梅
津
忠
弘
一
せ
高
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

方
風
俗
舞
が
厳
か
に
こ
帥
同
門
下
の
奉
仕
に
よ
り
、
能
管
i
地
元
玄
海
中
学
の
女
子
生
徒
四

奉
奏
さ
れ
た
。
一
や
鼓
の
嗚
り
物
に
合
わ
せ
能
楽
」
名
に
よ
る
浦
安
舞
が
奉
納
さ
れ
、

祭
典
後
に
は
先
月
一
「
翁
舞
」
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
、
神
：
十
二
単
を
身
に
纏
っ
た
舞
姫
の
姿
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は
、
詰
め
か
け
た
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了

し
た
。

三
日
祭
終
了
後
に
は
雨
の
為
、
宗
像
護

国
神
社
境
内
の
地
面
状
況
が
思
わ
し
く

な
く
辺
津
宮
社
殿
よ
り
遥
拝
の
形
で
護

国
神
社
秋
季
大
祭
、
ま
た
現
地
に
て
第
二

宮
祭
・
第
三
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
拝
殿
で
南
坊
流
理

事
二
代
洗
心
庵
・
瀧
口
宗
芳
氏
以
下
同
社

中
に
よ
る
献
茶
祭
が
斎
行
さ
れ
、
今
回
は

青
木
宗
美
氏
が
見
事
な
御
点
前
を
披
露

さ
れ
た
。

一
前
日
か
ら
の
雨
の
影
響
に
よ
り
、
秋
季

・
大
祭
を
締
め
括
る
高
宮
神
奈
備
祭
は
、
今

．
回
初
め
て
辺
津
宮
社
殿
よ
り
高
宮
を
遥

拝
す
る
形
で
斎
行
さ
れ
た
。

一
時
刻
、
高
向
宮
司
以
下
神
職
、
太
宰
府

一
天
満
宮
神
職
・
巫
女
、
氏
子
青
年
会
・
小
林

一
栄
二
会
長
以
下
会
員
二
十
五
名
の
奉
仕

一
で
斎
行
さ
れ
た
。

一
浄
闇
の
祭
場
で
「
悠
久
舞
」
が
奉
奏
さ

一
れ
る
と
一
同
感
動
の
様
子
で
あ
っ
た
。
こ

一
の
高
宮
神
奈
備
祭
で
三
日
間
に
亘
る
秋

一
季
大
祭
は
無
事
に
締
め
括
ら
れ
た
。

こ
こ
に
秋
季
大
祭
に
御
奉
仕
頂
い
た

皆
様
方
、
御
参
拝
頂
き
ま
し
た
方
々
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・エ置9王国＇11四皿辺匹i.
◆
大
祭
諸
準
備
（
総
代
奉
仕
）
~
◆
陸
上
神
幸
奉
仕
車

田
島
地
元
総
代
・
協
力
会
~
御
座
車

◆
陸
上
神
幸
・
供
奉
~
西
九
大
運
輸
倉
庫
昧
・

神
湊
地
区
氏
子
会
評
議
員
・
総
代
~
掬
新
出
光
・
宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

◆
大
祭
受
付
i
先
導
車

宗
像
大
社
氏
子
会
~
宗
像
観
光
協
会
・
宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会
・

◆
沖
津
宮
御
座
船
~
宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団

~
供
奉
車

鐘
崎
・
第
六
蛭
子
丸
（
船
頭
入
江
宏
）
~

~
宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団
・

◆
沖
津
宮
先
導
船

神
湊
•
第
八
健
栄
丸
（
船
頭
三
苫
豪
冬
）
＂

◆
中
津
宮
御
座
船
~
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

大
島
・
第
六
宮
地
丸
（
船
頭
宮
本
俊
久
）
~
◆
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者

◆
中
津
宮
先
導
船
~
〈
舞
方
〉
清
水
陽
介
、
中
野
久
志
、

津
屋
崎
大
栄
丸
（
船
頭
永
島
栄
）
~
吉
田
光
利
、
松
井
徳
一
郎

~
〈
歌
方
〉
石
津
典
秀
、
永
嶋
卓
也
、

◆
辺
津
宮
御
座
船

中
野
修
、
岩
佐
光
二

神
湊
・
健
栄
丸
（
船
頭
三
苫
健
二
）
~

◆
花
火
船

大
島
・
祐
宝
丸
（
船
頭
船
越
寛
人
）
~
◆
氏
子
奉
幣
使

◆
報
道
船
~
中
村
廣
中
（
宗
像
市
田
島
地
区
）

~
◆
浦
安
舞
奉
仕
者

大
島
・
み
た
け
（
船
頭
遠
藤
英
樹
）
．

~
宗
像
市
立
玄
海
中
学
校
二
年
生

他
宗
像
七
浦
始
め
周
辺
の
各
奉
仕
船
、

沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
、
~
北
原
あ
か
り
、
高
向
紘
子
、

同
敬
神
婦
人
部
の
皆
様
~
谷
口
姫
奈
、
永
島
晴
奈
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のはし頗 し見ノ六
で＋たは今たが島月

、 S ゜十回゜得の上

で種ワウに多かのの観くはするまり言心り可腐 ば冒悶
のになグヒく判かた察‘遅るとす途種種島二査 る鳥し
繁っどイヨぁ断‘めで多れの渡°中のとで＋で も頬た
殖ぃ本スドりで渡繁きく でり通の七み繁八確 のにの
状て士、リまきり殖まのてすは懇も割ら殖科認 と関で
墨沖悶召tょな悶与と呼悶が、｛圭り塁望塁之卒名 悶玄晋
確ノ普ラロ。種ない。烏ら今終になはい烏種た し新訊
認島通ヒ、特がのるそがし年息入り渡る類で鳥 ま知沖
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • -• • • • --------------------------------------------------" -------• • • • • • •ー..ー· • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

後ら分でホルお たいまな通セ北ンすノウゾが本 たで
に声岐さへなりヤ゜たせかりン海二゜島‘セ多土確゜き
撮が付えン配緑イ 標んな藪二道ユうで〗ンくで認 な
影す近ず'--色玉口 識よかのュでウセは口ニ含はさ か
でるでりとのロチ 調両姿中ウのはン初チユま滅れ っ

［涵：ま班宅悶え 窯；よ、空息夏忘近：は以： ；こ令 店
t：茫温塁羹孟魯嘉 皐玄；言g ：計皇品竺こt名喜 澁
下ぞ闊更~;彦喜 ：嬰累虐象5 種虐ご仁且こt：しな、四 言
ロのかの声、フと し用きめすマはセま沖ユエ種は し

沖
ノ
島
の
希
少
烏
類
と
外
来
ネ
ズ
ミ

九
州
環
境
管
理
協
会
研
究
員
岡
部
海
都

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
武
石
全
慈
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りれり見繁九た英定ス環渡本茂チ
途ま北ら殖州場彦さ卜境来州つヨ
中す方れ地北所山れで省し四たウ
の。でたに部でやては、ま国広の
も今繁ャ飛でし脊ぃ絶福す、葉生
の回殖ィ来はヵ、振ま滅岡玉九樹息
でのす口す五見山す危県自州林地
ぁ確るチる月ら系。惧と薮にでは
る認もョた中れな福 I もは夏、山
と個のゥめ旬まど岡 B レ少鳥日地
判体とはぶ頃せ限県類ツ と本の
断が思、 7 にんらでにド怠しで良
し渡わよ回は。れも選リ、てはく

········•··•······•···••·······••····•••····••••·•····•·••••·•·•••••••·••··••••••••·••·••••••·•••··•••••····••····•·•··•··•••••·••••·•••·••••••••••·• 

る 宿ミア要れ一つましはかウた
小と題ゾオがま生かすてヤらのの
屋こでゴバあせ懸れ゜適イで島は
島ろすイズりん命ばもし口す嶼‘
でで゜なクそ。嗚繁してチがで日
は沖 ど‘う今ぃ殖かぃョ、の本
、ノ もどで後てししるゥ沖繁で
春島 同コすもいょたょのノ殖は
にの 様ウこ。注たうらう生島事ヤ
は南 で 意のと相に息の例イ
天東 今：旦すか思手思環原がロ
然に 後ウかるもつがわ境生なチ
記あ の、、必して見れと林いヨ

................................................................................................... 

がドキが二回ネ七被両年恐繁夏念
あブロ侵〇復ズ五害種にれ殖に物

姿｀ ］委f t冗予立五倉尉igよ包覧
島離キぷ｝しを也垢認tま零ぐ畠t多こ
かれ口自余た再っさ号し食た鳥どロリ
らてメカり。びfこれ参たベト、でちウゥ
侵い l で離海ド、の両照＾てフ、りミミ
入な卜渡れ外フで種コ本壊ネーもッ文
しいルったでネすのそ誌滅ズ九絶バ
た沖した島はズが数の第的ミ八滅メ；
可ノか例ヘニミ、は後五なが七のが、
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

限ネる l ネたミ林ド月今近頭ミいで能
らズこトズ—゜を内ブ＋回で捕をま鳥性
れミとルミる港でネ七と一獲港し類が

捕息蕊 _ 召g琶匿男琶齊芭序5己翼と日勾玉己五占まはがまが―付四ズ S は頭し付た班考

t ：互麿こt塁悶］0 : ；そ悶鬼［〖｀憂：［》言塁目；ょ［冒：互嘉。五忍
塁ば腐gり棗需f外で；、は皐喜［冒胃 9` 口門胄仇二よ委凪悶i、[ズ鳥ミ島めでかで‘ズ害繁のた r — 獲ク‘近調竺しミ林ド調
まミ保スでて大らはのミを殖周。玉 5 ら、しマで塁 o t：を内ブ査な
れ類護ズもいきのへ駆ゃ与すりク息 0 ドまネー 年ま港で不もそ
まののメカまな殺リ除クえるにマすメブしズ頭も、七た付ニズ行こ
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境
内
に
展
示
さ
れ
る
盆
栽
の
枝
：
河
東
中
学
生
四
名
[
~
•
g
-
”
三
[
-
阿
＿
―

―
す
。

·
ぶ
り
、
葉
姿
、
幹
の
肌
、
根
及
び
鉢
~・

九
月
十
三
ー
十
七
日
に
か
け

□
長
典
玲
花
さ
ん
の
四
名
。

i
の
総
称
、
そ
の
姿
全
体
を
鑑
賞
い
~

．
て
の
五
日
間
、
中
学
生
職
場
体
験
i
白
衣
・
緋
袴
の
着
付
、
社
頭
応
~

一
た
だ
き
、
日
本
の
伝
統
美
を
肌
で
~゚

~
学
習
が
宗
像
市
内
各
所
で
実
施
i
対
、
拝
礼
作
法
、
境
内
清
掃
、
神
楽
~

第
三
十
七
回
秋
季
奉
納
盆
栽
展
む
こ
と
を
目
的
に
今
日
に
至
っ
て
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す

｀
｀
ロ
ロ
ロ
ロ
]
]
9
□
□J□[
コ-
a

閲
叫
中
学
校
舞
の
し
』
i
t
]
『
]

]
]
[
[
f
f
]
]

□
口
虞
:
]
]
〖
]
[
-
―
:
力
]
り
/
t

]
]
L
B
I

，
切
:
り
Z

盛
に
取
り
組
み
、
白
衣
・
緋
~

に
[
l
`
’

£
i
.
r
'
,
9
万
袴
の
着
付
け
に
も
慣
れ
、
笑
~

'-

t
ト
ー
ー
1
馴

9
)
I
I
I
'
い
．

h
札
嘗
‘
,
·
顔
で
参
拝
者
の
方
に
挨
拶
~

:

'

e

r

ｷ

9

>

,

It 

・
ベ
？
月
＂
；
し
た
り
と
意
欲
的
に
取
り
~

,'ｷ_i' 

―
-
沖
•
も
1
]直
背
組
ん
で
い
た
。
＂

夜
こ
の
体
験
学
習
は
「
生
き
~

`>`’ 

屯
0

和

-
5
1
af
.
し
る
力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
i

一
心
尻
1
.
、
喜
，

r

も
」
を
育
成
す
る
と
い
う
目
~

'
‘
，
ヽ

i
\
‘
ー

d
L

ジ
的
で
、
毎
年
宗
像
市
内
各
事
~

一
じ
ら
ニ
ー
〗
閲
渭
・
業
所
に
て
行
わ
れ
て
い
る
。
i

~
ー
ド
f
翌
＇
J
ー
↓
＂

m

四
名
の
皆
様
の
今
後
益
々
~

．
，
i
．
リ
，
｀
再
ル
｀

.
t
:
d
H
~
の
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
~

ゴ
し＼

＼
｀
し

r
.
2
1
・
i

1"|',

t
 

げ
ま
す
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一

: 
予

グ‘J o 

第19回日本盆栽青樹展内閣総理大臣賞を

受宮された石松会長の「もリいばら」

1 秋季奉納；；展：こ］
置且I 11 月 12 日（金）～ 15 日（月）

··l巳18:30~17:00

奉
納
盆
裁
展
の
お
知
ら
せ

本
一
の
「
も
り
い
ば
ら
」
も
展
示

置＇宗像大社本殿横

IU.l；且1 無 糸斗
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に
、
小
さ
な
ビ
ラ
を
載
せ
て
い
た
．
さ
れ
て
い
た
井
手
純
子
様
が
入
手
ラ
。
十
月
廿
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
[

が
こ
の
ビ
ラ
に
つ
い
て
書
こ
う
と
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
あ
る
。
陸
は
、
全
く
之
を
断
っ
た
も
の
で

思
う
。
こ
ピ
ラ
は
墨
書
で
あ
る
。
一
あ
っ
た
。
且
つ
情
況
の
切
迫
に
止
一

戦
争
末
期
に
は
、
日
本
国
内
で
．
．
む
な
く
立
っ
た
貴
国
海
軍
も
、
フ

米
軍
機
か
ら
降
伏
を
呼
び
か
け
る
・
日
日

n
a
n琴
コ
ー
~
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海
面
並
び
に
レ
イ

ビ
ラ
が
撒
か
れ
、
私
も
拾
っ
て
家
「
諸
君
が
孤
軍
奮
闘
よ
く
囲
に
テ
湾
方
面
会
戦
に
於
て
扶
桑
、
山
の
信
念
の
下
に
出
で
、
当
方
に
集
一

族
と
共
に
警
察
に
届
け
た
こ
と
が
堪
へ
草
根
木
皮
を
食
と
し
、
し
か
城
の
二
戦
闘
監
を
始
め
空
母
四
ら
れ
た
人
々
の
数
は
今
や
相
当
な

あ
る
。
も
敢
て
ゆ
づ
ら
ざ
る
も
の
実
に
増
隻
、
甲
級
巡
洋
艦
六
隻
、
乙
巡
二
も
の
で
あ
る
。
皆
心
身
の
修
養
に

掲
載
し
た
ビ
ラ
は
、
先
日
亡
く
援
の
来
着
を
心
ま
ち
待
っ
て
居
ら
隻
、
駆
逐
艦
類
隻
を
沈
め
ら
れ
る
又
練
磨
に
そ
の
日
そ
の
日
を
静
に
敗
、
二
艦
も
沈
没
。
こ
の
海
戦
で
事

な
ら
れ
た
福
岡
市
・
中
西
弘
さ
ん
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
痛
手
を
蒙
む
り
、
之
に
対
す
送
り
以
て
他
日
の
盪
忠
報
国
を
期
実
上
連
合
艦
隊
は
壊
滅
し
た
と
い

か
ら
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ピ
ア
イ
タ
ペ
、
ホ
ー
ラ
ン
ヂ
ア
、
サ
る
聯
合
側
損
害
は
船
団
護
衛
用
空
し
以
て
臣
子
の
本
分
を
全
し
て
居
わ
れ
る
。
次
に
こ
れ
と
同
じ
よ
う

ー
だ
が
ビ
ラ
の
端
に
「
太
平
洋
戦
ン
サ
ポ
ル
ヘ
の
敵
が
上
陸
、
な
ほ
母
三
隻
、
駆
逐
艦
二
隻
駆
逐
護
衛
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
な
降
伏
勧
告
ビ
ラ
は
、
ニ
ュ
ー
ギ

い
ち
る

争
中
に
ビ
ン
が
漂
着
、
ニ
ュ
ー
ジ
全
く
一
線
の
望
を
断
た
ざ
り
し
と
艦
一
隻
並
び
に
快
速
艇
数
隻
で
あ
．
ニ
ア
の
ア
イ
タ
ベ
で
も
撒
か
れ
た

ー
ラ
ン
ド
人
が
見
つ
け
、
中
の
文
]
―
っ
た
。
―
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
で
撒
か
れ
｛
こ
と
が
「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
い

.
"
一
事
こ
こ
に
至
り
四
囲
の
情
況
亦
た
も
の
が
ビ
ン
に
詰
め
ら
れ
、
二
（
森
山
康
平
著
）
」
に
あ
る
。

]

(

 .

.

.

 

]
]
]
~
'
]
9
-
L
]

『
]
国
犀
叫
口
閲
五
叩
凸

『
口
[
[
]
山
口

□皇
』
『
口
冑
叫
刈
[
]

（続）

一
い
．
疇
—
`
L、

ー5

い
し
い
た
だ
し
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ー携
にと犬鷹宗
誓［皇水像
せ驚めを市
おきに犬
りが水に上
初楽筒飲一
めしをま八
てい携せ
会三帯て

[9 [ : み皇悶て子
［をの会
tっ飼ちえ
芯し）より
犬つ

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

朝
五
つ
青
く
明
る
き
西
空
に
下
弦
の
月
の
う
す
く
残
れ
り

―□]
0』』
口
：
｀
｀
二
言

□言
彗

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

や
す
ら
ぎ
は
思
ぴ
も
よ
ら
ぬ
左
手
は
息
子
に
引
か
れ
遠
花
火
見
る

親
孝
行
な
息
子
さ
ん
と
花
火
を
み
る
喜
び
を
や
す
ら
ぎ
と
表

一
員
｀
汀
恥
認
汀
鱈
詞
員
。
息
子
に

■直·傾

汀胃］言
：ベカ慣IJ市
をど溝
げ繋ふ£星
ビ支ら流ケ
と傾音れ丘
し斜をは
ますた草
しるて叢
tっ側始に
庸め入
くるり
だの水佐
るか音々
水、た木
流発っ和
は見る彦

只

■□□ 
作し講翡幅
者か師を津
のめかめ市
真たらぐ
面地思る
目形い地若
さしまが形木
に胸けが台

言汽口
モ形こと

詞；悶
ぁ；聞に
るぃ聞山
0[、たき崎

冒腐
かでか
。たな

•n■外
はれこ、ば宗
例円ど背像
兄で女市に市
ば―でし

塁忍喜累日
：畏：喜皇
と関 l 道
実信：、孟
量表クず
tれを離
て汀芋石
しも、る作仲松
の者ょ

いでかく弘

［而ご虐次
さ良か
っ。：ず

離

I
_
,
'
 
' 

n
九
一
回

峰
駅
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
蟷
螂
は
な
ち
ゃ
り
自
然
に
反
す
と
夫
に
し
か
ら
る

會
t
g

ま
つ
さ
ら
な
蜘
蛛
の
巣
あ
さ
の
陽
に
て
り
て
秋
の
あ
た
ら
し
き
ひ
と
日
は
じ
ま
る

一面無芦韓窮ぐ北
窮ンし国華む九
華了．しヽ語'--←州
の一のと市
権首ムふ
ど゜グ語し初ン源八
て包フを幡
みニァも西
て句はっ区
はのじ権
い字めほ
か余、が
がりはら
応が行か
ビ気音に吉

[ ] l l 
す国の尽
。名や日

・履こ
かた今ほ福
鯰門年：建
蝉伽はも「h
をに残秋
擬入暑の
人ろが暑中
化う厳さ央

冒〖五
方米たの
がるせ自
楽のぃ動
しをヵ~扉
ぃ待、(/) {也
。つ認開皿
て蜂＜千
いもを雙一
た冷ま［
の房っ
だのら
百効し
つい

■直·浅
ラのい喜宗
胃喜食音像
ヤみ 5 近市
ツで現づ
タ表代け

l すらば田
の試し神久
意みい事
とが一待
思面首つ

詞繭人
る°覚つ
がケをぎ

、 l 活つ
エタかぎ巻

で丘し、サ
て携神 1 桔
み帯官夕梗
て電の
下話登イ
さの場を
い力を切
゜メ沓る

ー儡曲初作時福
名句者記岡

ヽ

なのの心‘市
ど退人；
を職柄ら

公言讀
る少てオ
としいル
さ硬るゴ
らいさ↓
丘のつふ
冒贄念
の遍持あ

贔職嘉位翡
をの良ば有
讐誓ぃ翌久
マやし衣
でにさい
しししメ
さていロ
っ。は歌デ

。。 I

・日·び‘
っ

よの汗し宗
う通でよ像
なりぬり市
常！れの
套ーtっ汗

疇服貸日

｀嚢目皇虐t：岱＄
ぃな爽ぎ
表る。快た
現次感在
嘉雙］］は大
しびくも和
てつ表心美: ：仁嘉翡
：嘉し、ぷ
ぅ汗て、り
0~  --, fこ
のそり

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

夫
と
行
き
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
に
求
む
更
紗
の
布
が
吾
の
夏
ふ
と
ん

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

空
蝉
は
目
を
据
え
技
を
は
な
さ
ざ
り
母
の
形
見
の
ゆ
か
た
は
お
ら
ん

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

盆
踊
身
振
り
手
振
り
の
影
引
き
て

消
防
隊
の
行
進
訓
練
秋
暑
し

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

ゆ
る

確
か
な
る
残
暑
の
緩
び
今
朝
の
風

秋
の
七
草
六
つ
ま
で
言
へ
て
峠
道

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

夫
寝
ね
て
余
白
の
こ
と
き
わ
が
夜
長

※
永
島
・
花
田
両
氏
は
二
首
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
編

染
部
の
手
違
い
に
よ
り
先
月
号
に
褐
載
で
き
な
か
っ
た

為
で
す
。
両
氏
に
は
紙
面
に
て
お
詫
ぴ
中
し
上
げ
ま
す
。

尖
閣
問
題
に

」
よ
り
北
方
四

島
や
竹
島
を
超
え
て
、
突
如
脚
光
を

浴
び
た
領
土
問
題
。
し
か
し
、
日
本
国

内
の
認
識
や
、
国
際
社
会
の
常
識
と

い
う
も
の
の
無
力
さ
を
痛
感
さ
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
▼
先
日
、
今
か

ら
約
二
十
年
前
に
発
生
し
た
「
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ピ
ア
紛
争
j
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
を
シ
リ
ー
ズ
で
み
ま
し

た
。
第
二
次
大
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

悪
の
紛
争
で
ポ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ピ
ナ
、
サ
ラ
エ
ポ
、
セ
ル
ピ
ア
人
、
ミ

ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
統
領
、
N
A
T
O

軍
な
ど
の
言
葉
を
記
憶
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
民
族
主
義

を
掲
げ
た
、
本
能
剥
き
出
し
の
争
い
に

か

戦
慄
を
覚
え
ま
し
た
▼
彼
の
国
も
多

民
族
国
家
、
し
か
も
大
国
。
政
権
・
体
制

へ
の
不
満
の
矛
先
を
反
日
に
す
る
だ

け
で
は
、
い
つ
か
暴
発
し
そ
う
で
心
配

な
の
は
小
生
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
（
塚
）

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

虫
の
声
何
や
ら
ゆ
か
し
夜
は
長
し

、
阿甲

品
集
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